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施設名（施設数） 広島市安芸区民文化センター（１） 5段階評価 

（前年度評価） 

A(B) 
指定管理者 (公財)広島市文化財団 

施設所管課 市民局文化振興課 ☑公募  □非公募 

 

令和７年度の状況 評価 

① 業務の実施状況（配置人員（４月１日現在）６人） 
一つの項目（配置人員及び職員研修の実施状況等）について「×」で、その他の項目は

「○」であった。 
指定管理者が雇用する臨時職員に対し、正規職員及び非常勤職員と同様の慶弔休暇を付

与していなかったことについて、令和 7年 10月に広島労働局から是正を求める文書指導を
受けた。 
指定管理者は、同年 12月に臨時職員に関する要領を改正し、慶弔休暇の付与について是

正を行っており、現在は適正に運用されている。 
 

a 

② 施設の利用状況 
ア 利用者数等 

目標利用率（ｱ） 利用率実績（ｲ） 差引(ｲ)－(ｱ) 達成率(ｲ)/(ｱ) 
49.2％ 50.2％ 1.0 ﾎﾟｲﾝﾄ 102.0％ 

  ※ 前年度比 0.4 ﾎﾟｲﾝﾄ減（前年度実績 50.6％） 
 ※ 利用率の考え方 

・ホール：利用回数（区分）/（3回（午前・午後・夜間）×開館日数） 
・諸室：利用回数（区分）/（3回（3時間を 1単位）×施設（室）数×開館日数） 

 
イ 利用促進策等の実施状況 
(ｱ) 広報の充実 

チラシの配布、ホームページやＳＮＳの活用等 
    (ｲ) 指定管理者の提案による取組 

ａ 開館日の拡大 
    (a) 休館日（月）と祝日が重なった場合における休館日の振替を廃止 
    (b) 休館日にホール利用の申込みがあった場合は協議のうえ開館 

ｂ 開館時間の延長 
     ホール、スタジオ、諸室（ホール及びスタジオを一体的に利用する場合） 
     午前 9時～午後 9時 → 午前 8時～午後 10時    
    ｃ ホール等の利用料金の割引等 

(a) 利用日の 1か月前から予約を行う場合で客席の利用を伴わないホール利用につ 
いては、割引料金を適用 

    (b) 大広間の利用料金の引下げ 
ｄ 利用日の 6 か月前から予約を行う場合、連続して予約できる日数を 3 日から 7 日
に拡大 
ｅ インターネットによる施設利用状況（空き状況）の提供 
ｆ 会議室等にインターネット回線及びＷｉ－Ｆｉを整備 
ｇ 地域のイベント情報の発信に協力 
ｈ 各種イベントの実施により文化芸術の体験・鑑賞の機会を提供 
ｉ 自主学習の場として空室を開放 

 

s 

③ 利用者の満足度 

アンケート回答数 
満足 不満 

ふつう 
満足 やや満足 やや不満 不満 

1,354件 
70.6％ 14.9％ 0.7％ 0.3％ 

13.5％ 
85.5％ 1.0％ 
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（参考）指定管理料等の収支状況（令和７年度） 
区分 計画（ｱ） 実績（ｲ） 差引（ｲ）－（ｱ） 

収入（a） 1億 4,241万 7千円 1億 4,123万 6千円 △118万 1千円 
 指定管理料 1億 1,132万円 1億 1,132万円 0千円 
 利用料金 2,965万円 2,874万 6千円 △90万 4千円 
 その他 144万 7千円 117万円 △27万 7千円 
  負担金収入等 61万 8千円 75万 2千円 13万 4千円 
  文化事業収入等 32万 3千円 40万 9千円 8万 6千円 
  民間等補助金収入等 50万円 0千円 △50万円 
  広告料収入 6千円 0千円 △6千円 
  雑収入 0千円 9千円 9千円 
支出（b） 1億 4,241万 7千円 1億 2,925万 8千円 △1,315万 9千円 
 管理運営費等 1億 4,241万 7千円 1億 2,925万 8千円 △1,315万 9千円 
差引（a）－（b） 0千円 1,197万 8千円 1,197万 8千円 
 次年度繰越金 0千円 1,197万 8千円 1,197万 8千円 

 


